






妊産婦死亡・ニアミスを起こす頻度の高い産科疾患は出血性ショック・子癇、羊水塞栓症、

重症妊娠中毒症(HELLP 症候群を含む)であることが日本母性保護医協会妊産婦死亡報告登

録事業の解析より判明した(別紙)。出血ショックはほとんどが医療側に問題があると考え

られ(別紙 4ページ)医療技術、設備、システムの向上で減少が予想される。医原性のファ

クターの多い出血性ショックに対し、子癇、羊水塞栓症、重症妊娠中毒症による妊産婦死

亡は未だに明確な予防、治療がない。欧米に比較し依然として高い本邦の妊産婦死亡を減

少させるためにはこの 3疾患の予防、管理方法の確立が必須である。そこでどのような妊

婦がこれらの疾患のハイリスク群になりうるか、またその予防は可能かについて検討した。


